
ど北アルプスの最奥部には,中高年女性登山者の

うちでも多 くはベテランが,山岳会や友人同士の

パーティーで登っている｡ 中高年女性は自分の実

力に合った山を選んで登っているといえよう｡

中高年女性は中高年男性に比べて長めの行程を

とる｡ 中高年男性は頂上-なるべ く短時間に登っ

て下りてくるコースをとる傾向があるが,中高年

女性は1泊多 く宿泊したり,時間はかかっても歩

きやすく,安全なルートを選ぶ｡中高年女性登山

者は縦走して一度に多 くの山に登るコースを選ん

でいる｡ 時間に余裕があるためである｡

さらに,高山植物が中高年女性の登山の大きな

目的の一つである｡ 途中にお花畑や湿地帯などが

多い山やコースを選択 し,時間をかけて山の自然

を楽しむのが中高年女性の特徴といえる｡

ジャズの里づくり
青森県南郷村の村おこし

青森県南郷村は,人口6688人の自然豊かな純

農村である｡1970年に過疎地域に指定されて以

来人口は減少傾向にあるが,近年｢ジャズとそば

の里づ くり｣という村おこしプロジェクトが成功

して高い評価を受けている｡

1990年に自治体主導で｢南郷ジャズフェスティ

バル｣が開催され,2002年で第13回を迎えた｡毎

年国内外から有名な一流プロミュージシャンが5

団体も出演することで人気を博 し,全国から観客

が訪れるようになった｡聴衆数は最高5800人に

達し,東北で最大 ･最長開催のジャズフェスティ

バルにまで成長した功績は大きい｡過去に ｢'95

あおもり活性化大賞｣など5つの賞に輝いている｡

2000年には,ライブやBGMでいつでもジャズが

体感できる施設 ｢ジャズの舘｣がオープンした｡

ジャズフェスティバルの運営には,約70人の若

者ボランティア(青森大学社会学部の学生も含む)

と役場職員有志があたる｡売店の屋台には婦人会,

農産加工グループ,商工会,ブルーベリー生産組

合などの100人以上のスタッフが,交通防犯指導

には交通安全協会の交通指導隊,防犯協会の約

40人があたっている｡ 彼 らのほとんどは南郷村

民である｡

ジャズフェスティバルによって他市町村との交

流人口が増大し,南郷村の知名度は飛躍的に上が

り,｢文化的な村｣というイメージが定着しつつあ

る｡ 定住促進団地｢グリーンタウン｣の分譲が好評
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なこともあり,近年は定住人口の増加も見られる｡

ジャズがきっかけでU･J･Ⅰターンした人も少

数いる｡

村民意識の上でも,自分たちの村を誇 りに思う

ようになってきた｡また,ジャズフェスティバル

当日の,売店の売れ行きがよいので,野菜や果物,

ブルーベリー ･そば ･モロヘイヤなどの特産品を

使用した新製品などを消費者に直接販売するため

の直売所建設の要望が出され,｢ヤッサイなんご

う｣がオープンした｡｢ジャズ井｣や｢ジャズ菜｣な

ど,ジャズにちなんだ新製品も村民の手で次々と

開発された｡

一方,多 くの問題点も顕在化してきた｡悪天候

の影響で,ここ数年の聴衆数は減少している｡ 類

似イベントの台頭と競合,不景気,マンネリ化な

どの影響も指摘されている｡ また,若者ボランテ

ィアや屋台出店者の減少も大きな問題である｡ さ

らに,開催の第1目的が,村外へのPRにあるの

で,イベントが村民のためになっているのか,ジ

ャズの里と呼べるほど村民にジャズが根付いてい

るのか疑問が残る｡

今こそ,行政 ･村民 ･専門家が一体 となって,

もう一度 "ジャズの里づ くり"の方向性や改善策

を検討するべきではないだろうか｡特に村民のア

イデアを採用したり,村民の意見に耳を傾けるこ

とは重要である｡
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